
けいしちょう安全安心モニター制度 

 

■  目的 

         「安全で安心して暮らせる街、東京」  の実現に向けた諸対策を効果的に推進するため、 

  警察業務における課題等に関し、都民等からの意見や提案をインタ―ネット利用によるアン 

  ケートを実施することにより集約し、迅速かつ効果的に施策等に反映させることを目的とす 

  る。 
 

■  制度の概要 

     １   調査対象者（けいしちょう安全安心モニター）  

         満１８歳以上の都内在住、在勤又は在学する者 １，０００名以内 
       ※    警視庁ホームページ上でモニターを公募し、応募者の中から、性別、年代、居住地 

      域等を考慮して候補者を選定し、電子メールにより通知（依頼） 

     ２   アンケートの実施 

      ○  調査方法  

                インターネットを利用したアンケートによる調査 

    ○  調査項目（アンケートテーマ）  

            重点的に実施している施策や今後取り組む課題等に必要な事項 

      ○ 調査回数 

               平成２５年度内に４回実施予定 

     ３ 謝礼         

        アンケート１回につき、図書カード（５００円券）１枚を年度末にまとめて交付 
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回収数 構成比
918 100.0
460 50.1
458 49.9

8 0.9
88 9.6
183 19.9
198 21.6
149 16.2
178 19.4
114 12.4

　会社員 299 32.6
　公務員 24 2.6
　自営業 92 10.0
　パート・アルバイト 82 8.9
　学生 43 4.7
　主婦 197 21.5
　無職 137 14.9
　その他 44 4.8

　２３区部 614 66.9
　市町村部 283 30.8

　都外在住 21 2.3

　５０代
　６０代
　７０歳以上

職
業
別

都内在住
居住地域別

属 性
全 体

性
別

　男　性
　女　性

年
代
別

　１８歳～１９歳
　２０代
　３０代
　４０代

調査の概要 
 
■ 調査テーマ                                                              
   「身近な犯罪の防止と防犯ボランティア活動」について                                          

■ 調査目的                                                                                                                                                                                         

       身近な犯罪のことや防犯ボランティア活動に関する意識等について調査し、当庁の今後の施策等 
 の参考とするため。                                                     

■ 調査期間                                                                      
    平成２５年１０月２１日（月）から平成２５年１０月３０日（水）までの間                                                                        

■ 調査方法                                                                     
    インターネットを利用したアンケート調査                                                                                                                           

■ 調査対象（平成２５年度けいしちょう安全安心モニター）                                 
    ９９３名                                                                                                                                                                                                 
   ※  公募した満１８歳以上の都内在住者、在勤者又は在学者                                 

■ 回答者数                                                                                        
    ９１８名（回答率 ９２．４％）                                                   

■ 回答者の属性                                                                                    

※ 集計結果は、百分率（％）で示している。小数点以下第２位を四捨五入して算出した。そのため、合計が100.0％に   

 ならないものがある。                                                                                                                               

※ ｎ（number of cases)は、比率算出の基数であり、100％が何人の回答者に相当するかを示す。                              
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「身近な犯罪の防止と防犯ボランティア活動」について 

  

 

◇サイバー空間の安全について                                                        

   Ｑ１    どのようなインターネット上のサービスを利用していますか。                                                                                                                                          
   Ｑ２  コンピュータにウイルス対策ソフトを導入していますか。                  
  Ｑ３  ウイルス対策ソフトの定義ファイルを常に最新のものに更新していますか。 
  Ｑ４  現在導入しているウイルス対策ソフトを選んだのはなぜですか。 
  Ｑ５  ウイルス対策ソフトを導入していないのはなぜですか。 

◇防犯ボランティア活動について 

  Ｑ６  知っている防犯ボランティア団体が身近にありますか。                      
    Ｑ７  防犯ボランティア活動への勧誘で直接受けたり見たことがあるものは何で 
     すか。   
    Ｑ８  防犯ボランティア活動に参加したことがありますか。 
  Ｑ９  防犯ボランティア活動に参加することを決めたきっかけは何ですか。 
  Ｑ１０ 防犯ボランティア活動に参加したことで変化したことは何ですか。 
  Ｑ１１ 防犯ボランティア活動を活発にするためには何が必要だと思いますか。 
  Ｑ１２ 現在、防犯ボランティア活動に参加していないのはなぜですか。 
  Ｑ１３ 防犯ボランティア活動で特に力を入れると良いと思うものは何ですか。 
  Ｑ１４ より多くの人が防犯ボランティア活動に参加するようになるためには何が 
     必要だと思いますか。 

◇母さん助けて詐欺（振り込め詐欺）について 

    Ｑ１５ 息子（娘）等の家族と同居していますか。（６０歳以上が対象）                   
    Ｑ１６ ６０歳以上の親（配偶者の親を含む）がいますか。（６０歳未満が対象） 
    Ｑ１７ 母さん助けて詐欺（振り込め詐欺）の手口として知っていたものはありま 
     すか。 
  Ｑ１８ 母さん助けて詐欺（振り込め詐欺）について、家族（同・別居を問わず） 
     と話し合ったことがありますか。 
  Ｑ１９ 母さん助けて詐欺（振り込め詐欺）の被害に遭わないために、家族とどの 
     ようなことを話し合いましたか。 
  Ｑ２０ 母さん助けて詐欺（振り込め詐欺）の被害に遭わないための知識や対策に 
     ついて何を参考にしていますか。 
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平成２５年度けいしちょう安全安心モニター          
第２回アンケート 

  「安全で安心して暮らせる街、東京」の実現に向け、警視庁では、「規範意識の向上」と「地域の 
絆の再生」をキーワードとして、「犯罪の起きにくい社会づくり」に取り組んでいます。       
 今回のアンケートは、『身近な犯罪の防止と防犯ボランティア活動について』をテーマに、身近な
犯罪のことや防犯ボランティア活動に関する意識などについてお聞きして、「犯罪の起きにくい社会
づくり」のための施策等に活用させていただくものです。 

－３－



　　７０歳以上（ｎ＝114）

　　全体（ｎ＝918）

※　３０代から５０代では半数以上の割合でインターネットバンキングを利用している。

　　４０代（ｎ＝198）

　　５０代（ｎ＝149）

　　６０代（ｎ＝178）

　　１９歳以下（ｎ＝8）

　　２０代（ｎ＝88）

　　３０代（ｎ＝183）

オンラインゲーム

その他

電子メール以外は利用していない

インターネットバンキング

ネットオークション

ホームページ、ブログ等の作成・運営

ＳＮＳ、掲示板、チャットなどの利用・閲覧

映画や音楽、動画などのダウンロード・視聴

商品、サービス、ニュース等の情報検索・情報
入手

商品等の購入

クイズ、懸賞等の応募

【全 体】(ｎ=918)

飛行機等のチケットや宿泊施設等の予約

95.1  

83.0  

66.3  

52.4  

49.7  

41.9  

38.8  

25.7  

21.8  

14.9  

5.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

サイバー空間の安全について 

Ｑ１ どのようなインターネット上のサービスを利用していますか。該当する項目を選んでくだ 
  さい（複数回答可）。 

年代別のインターネットバンキングの利用状況 

利用している 利用していない 

49.7 

12.5 

40.9 

62.3 

58.6 

53.7 

41.6 

30.7 

51.3 

87.5 

59.1 

37.7 

41.4 

46.3 

58.4 

69.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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※　「ウイルス対策ソフトを導入している（計）」（９１．８％）
　＝「有料のソフトを導入している」＋「無料のソフトを導入している」

※　年齢が上がるほど、有料のソフトを導入している割合が高い。

　　４０代（ｎ＝198）

　　５０代（ｎ＝149）

　　７０歳以上（ｎ＝114）

　　１９歳以下（ｎ＝8）

【全 体】(ｎ=918)

　　全体（ｎ＝918）

　　６０代（ｎ＝178）

　　３０代（ｎ＝183）

　　２０代（ｎ＝88）

有料の 

ソフトを 

導入している 

67.5% 

無料の 

ソフトを 

導入している 

24.3% 

導入して 

いない 

8.2% 

サイバー空間の安全について 

Ｑ２ コンピュータにウイルス対策ソフトを導入していますか。該当する項目を１つだけ選んで 

  ください。 

67.5 

25.0 

48.9 

62.3 

69.7 

73.8 

75.8 

68.4 

24.3 

37.5 

40.9 

29.0 

22.7 

20.1 

18.0 

21.1 

8.2 

37.5 

10.2 

8.7 

7.6 

6.0 

6.2 

10.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

有料のソフトを導入している 無料のソフトを導入している 導入していない 

年代別のウイルス対策ソフトの導入状況 

－５－



Ｑ２で「有料のソフトを導入している」又は「無料のソフトを導入している」を選択した方にお
尋ねしました。（９１．８％　８４３名　）

　

※　有料のソフトを導入している人の方が定義ファイルを常に最新のものにしている割合が高い。

（注）「ウイルス対策ソフトの定義ファイル」とは、ウイルス対策ソフトがコンピュータウイルスを検出するた
　めに使用する、コンピュータウイルス等の特徴を記録したファイルのことです。
　　次々に現れる新たなコンピュータウイルスに対応するため、各メーカーでは、頻繁に自社ソフトを対象
　とした最新のウイルス定義ファイルをインターネットで配布しています。

　　有料のソフトを導入している

　　無料のソフトを導入している

　　　（ｎ＝620）

　　　（ｎ＝223）

【全 体】(ｎ=843)

　　全体（ｎ＝843）

している 

80.0% 

していない 

7.5% 

わからない 

12.6% 

サイバー空間の安全について 

Ｑ３ ウイルス対策ソフトの定義ファイル（注）を常に最新のものに更新していますか。該当 
  する項目を１つだけ選んでください。  

80.0 

84.5 

67.3 

7.5 

5.3 

13.5 

12.6 

10.2 

19.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ウイルス対策ソフトの導入状況と定義ファイルの更新状況 

している していない わからない 
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Ｑ２で「有料のソフトを導入している」又は「無料のソフトを導入している」を選択した方に
お尋ねしました。（９１．８％　８４３名）

パソコン等を購入した時に付いてきた

店員や知人等に勧められた

電話対応等のサービスが充実している

その他

特に理由はない

ウイルス検出等の機能が優れている

有名メーカーが製造又は販売している

価格や利用料が安い

※「その他（ｎ＝９１）」については、「自分以外の家族が選んだのでわからない」や「プロ
バイダのサービスを利用している」等の回答があった。

【全 体】(ｎ=843)

無料で利用できる

導入しても端末の動作が重くならない

販売数が多い

付属機能が充実している

37.8  

29.4  

23.8  

22.5  

19.3  

17.2  

14.8  

8.4  

4.5  

2.6  

10.8  

3.3  

0% 10% 20% 30% 40% 50%

サイバー空間の安全について 

Ｑ４ 現在導入しているウイルス対策ソフトを選んだのはなぜですか。該当する項目を選んでく 
  ださい（複数回答可）。  

－７－



Ｑ２で「導入していない」を選択した方にお尋ねします。
（８．２％　７５名）

【全 体】(ｎ=75)

どのウイルス対策ソフトを選べばよいか分から
ない

特に理由はない

ウイルスに感染したことがないので必要性を
感じない

パソコン等の購入時に説明がなかった

その他

導入すると端末の動作が重くなる

ウイルスに感染しても問題のない使い方しか
していない

※「その他（ｎ＝２０）」については、「ウイルス感染しにくいＯＳ（基本ソフト）を使用し
ているから」等の回答があった。

費用が高い

導入するのが面倒

導入の仕方がわからない

32.0  

29.3  

29.3  

29.3  

24.0  

18.7  

9.3  

5.3  

26.7  

5.3  

0% 20% 40%

サイバー空間の安全について 

Ｑ５ ウイルス対策ソフトを導入していないのはなぜですか。該当する項目を選んでください 
  （複数回答可）。  

－８－



【全 体】(ｎ=918)

ある 

26.4% 

ない 

73.6% 

防犯ボランティア活動について 

Ｑ６ 知っている防犯ボランティア団体が身近にありますか。該当する項目を１つだけ選んでく 
  ださい。 

－９－



全くない

防犯ボランティア団体が作成したポスター・
チラシ

事業者による呼び掛け

その他

防犯ボランティア団体の参加者からの誘い

知人等からの誘い

町会・自治会による呼び掛け

学校による呼び掛け

自治体による呼び掛け

【全 体】(ｎ=918)

警察による呼び掛け

33.3  

18.5  

14.6  

12.0  

6.8  

3.6  

1.7  

1.4  

3.1  

47.2  

0% 20% 40% 60%

防犯ボランティア活動について 

Ｑ７ 防犯ボランティア活動への勧誘で直接受けたり見たことがあるものは何ですか。該当す 
  る項目を選んでください（複数回答可）。 

－１０－



　７０歳以上（ｎ＝114）

※　年齢が上がるほど、防犯ボランティア活動に参加した経験を有する割合が高い。

　３０代（ｎ＝183）

　４０代（ｎ＝198）

　５０代（ｎ＝149）

　１９歳以下（ｎ＝8）

　２０代（ｎ＝88）

　６０代（ｎ＝178）

【全 体】(ｎ=918)

※　「参加したことがある（計）」（２５．８％）
　＝「日常的に参加している」＋「時々参加している」
　＋「回数は少ないが稀に参加している」＋「過去に参加したことがあるが今はない」

　全体（ｎ＝918）

日常的に 

参加している 

3.1% 

時々 

参加している 

5.0% 回数は 

少ないが 

稀に参加して

いる 

5.2% 

過去に 

参加したこと 

があるが 

今はない 

12.5% 

全くない 

74.2% 

防犯ボランティア活動について 

Ｑ８ 防犯ボランティア活動に参加したことがありますか。該当する項目を１つだけ選んでく 
  ださい。 

25.8 

0 

11.4 

13.7 

30.8 

34.9 

27 

36 

74.2 

100 

88.6 

86.3 

69.2 

65.1 

73 

64 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

年代別の防犯ボランティア活動への参加状況 

参加したことがある 全くない 

－１１－



Ｑ８で「全くない」以外を選択した方にお尋ねしました。
（２５．８％　２３７名）

その他

町会・自治会による呼び掛け

学校による呼び掛け

警察による呼び掛け

【全 体】(ｎ=237)

当初から自分の意思で参加を決めていた

自治体による呼び掛け

事業者による呼び掛け

防犯ボランティア団体が作成したポスター・チ
ラシ

知人等からの誘い

防犯ボランティア団体の参加者からの誘い

51.1  

41.4  

12.2  

11.8  

10.5  

8.9  

8.4  

4.2  

3.4  

5.9  

0% 20% 40% 60%

防犯ボランティア活動について 

Ｑ９ 防犯ボランティア活動に参加することを決めたきっかけは何ですか。該当する項目を選 
  んでください（複数回答可）。 

－１２－



Ｑ８で「全くない」以外を選択した方にお尋ねしました。
（２５．８％　２３７名）

【全 体】(ｎ=237)

地域の人々との絆が深まった

子どもの緊急避難場所を把握した

その他

特に変化はなかった

活動地域の治安が向上した

活動地域がきれいになった

地域の治安や防犯について関心が高まった

自主防犯の意識が高まった

防犯対策について詳しくなった

71.7  

52.7  

43.0  

22.8  

19.0  

13.1  

8.9  

5.9  

8.0  

0% 20% 40% 60% 80%

防犯ボランティア活動について 

Ｑ１０ 防犯ボランティア活動に参加したことで変化したことは何ですか。該当する項目を選
んでください（複数回答可）。 

－１３－



Ｑ８で「全くない」以外を選択した方にお尋ねしました。
（２５．８％　２３７名）

【全 体】(ｎ=237)

活動人員の確保

豊富な知識や積極性を持ったリーダーの存在

活動資金援助

その他

防犯活動に関する知識や技能、パトロールマ
ニュアル等

他の防犯ボランティアとの連携

関係機関（警察、自治体等）との連携

地域に即した犯罪情報等の情報提供

物的支援（パトロールベスト、停止灯、防犯啓
発物品等）

70.0  

61.6  

60.3  

48.1  

47.7  

44.3  

26.6  

21.5  

8.9  

0% 20% 40% 60% 80%

防犯ボランティア活動について 

Ｑ１１ 防犯ボランティア活動を活発にするためには何が必要だと思いますか。該当する項目
を選んでください（複数回答可）。 

－１４－



Ｑ８で「過去に参加したことがあるが今はない」又は「全くない」を選択した方にお尋ねし
ました。（８６．７％　７９６名）

※その他（ｎ＝１０６）については、「防犯ボランティア活動自体を知らない」等の回答が
あった。

【全 体】(ｎ=796)

友人に誘われるなどのきっかけがなかった

防犯ボランティア活動の取組に関心がなかっ
た

その他

職場に迷惑をかけてしまうので休暇が取りづ
らい

防犯は警察や自治体等の仕事だと思う

問合せ先や活動内容がわからない

忙しくて参加する時間がない

自分にできる活動が身近にない

56.2  

30.9  

25.4  

24.9  

12.9  

7.7  

3.3  

13.3  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

防犯ボランティア活動について 

Ｑ１２ 現在、防犯ボランティア活動に参加していないのはなぜですか。該当する項目を選ん

でください（複数回答可）。 

－１５－



【全 体】(ｎ=918)

清掃・落書き消去や花壇作り等による街をき
れいにする活動

広報車両や拡声器による防犯広報

その他

特に力を入れて欲しいものはない

お年寄りや児童等に対する防犯教室や寸劇

チラシやポスター等による防犯啓発

自分の住む地域等の防犯パトロール

子どもの安全を確保するための登下校時等の
見守り活動

犯罪被害防止のための街頭等におけるキャン
ペーン活動

82.2  

68.1  

41.7  

27.9  

24.8  

24.7  

24.2  

8.4  

1.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｑ１３ 防犯ボランティア活動で特に力を入れると良いと思うものは何ですか。該当する項目 
   を選んでください（複数回答可）。 

防犯ボランティア活動について 

－１６－



その他

活動内容（目的）がわかりやすい

自分の都合に合わせて参加できる

警察や自治体等と合同した活動ができる

【全 体】(ｎ=918)

活動する日時が明確である

活動が社会で評価される仕組みがある

異世代で活動できる

同世代で活動できる

企業等の社会貢献事業として基準化する

学校教育等でカリキュラムに組み込まれる

77.6  

75.9  

57.8  

53.5  

35.1  

29.2  

28.9  

17.4  

13.2  

7.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

防犯ボランティア活動について 

Ｑ１４ より多くの人が防犯ボランティア活動に参加するようになるためには何が必要だと思 
   いますか。該当する項目を選んでください（複数回答可）。 

－１７－



６０歳以上の方にお尋ねしました。
（３１．８％　２９２名）

【全 体】(ｎ=292)

※　「息子（娘）がいる（計）」（８５．３％）
　＝「息子（娘）と同居している」
　＋「息子（娘）以外の親族等と同居している（別居の息子（娘）がいる）」
　＋「一人暮らしである（別居の息子（娘）がいる）」
　＋「夫婦二人暮らしである（別居の息子（娘）がいる）」

息子（娘）と 

同居している 

28.8% 

息子(娘)以外 

の親族等と 

同居している 

（別居の息子

（娘）がいる） 

2.1% 
一人暮らし 

である 

（別居の息子

（娘）がいる） 

7.5% 

夫婦二人 

暮らしである 

（別居の息子

（娘）がいる） 

46.9% 

息子（娘）は 

いない 

14.7% 

母さん助けて詐欺（振り込め詐欺）について 

Ｑ１５ あなたは、息子（娘）等の家族と同居していますか。該当する項目を１つだけ選ん 
   でください。 

－１８－



６０歳未満の方にお尋ねしました。
（６８．２％　６２６名）

【全 体】(ｎ=626)

※　「６０歳以上の親（配偶者の親を含む。）がいる（計）」（８５．１％）
　＝「同居している親がいる」＋「自分以外の親族等と同居している親がいる」
　＋「一人暮らしの親がいる」＋「夫婦二人暮らしの親がいる」

同居している

親がいる 

18.5% 

自分以外の 

親族等と同居 

している親が 

いる 

16.5% 

一人暮らしの

親がいる 

17.3% 

夫婦二人 

暮らしの 

親がいる 

32.9% 

６０歳以上の

親はいない 

14.9% 

母さん助けて詐欺（振り込め詐欺）について 

Ｑ１６ あなたは、６０歳以上の親（配偶者の親を含む。）がいますか。該当する項目を１ 
   つだけ選んでください。 

－１９－



「会社の金を使い込んだ」「不倫相手が妊娠し
た」など他人に言えない理由で現金が必要だ
とだます

「携帯電話の番号が変わった」などと事前に連
絡してくる

「風邪をひいて声がおかしい」などと信用させ
る

【全 体】(ｎ=918)

「会社の後輩に取りに行かせる」などと直接手
渡しで現金をだまし取る

知っているものはない

役所の職員等を装い「医療費が戻る」などとＡ
ＴＭに誘導し振り込ませる

警察官等を装いキャッシュカードをだまし取る

銀行等の窓口で「リフォーム資金にする」と言
えば怪しまれずに引き出しができるなどと指示
する

「法的措置をとる」などと脅してサイトの利用料
金等をだまし取る

学校の卒業生名簿やハローページ等からだま
す相手を選ぶ

88.6  

83.8  

79.6  

79.1  

74.9  

60.9  

59.6  

54.6  

31.8  

1.1  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母さん助けて詐欺（振り込め詐欺）について 

Ｑ１７ 母さん助けて詐欺（振り込め詐欺）の手口として知っていたものはありますか。該当 
   する項目を選んでください（複数回答可）。 

－２０－



【全 体】(ｎ=918)

ある 

72.8% 

ない 

27.2% 

母さん助けて詐欺（振り込め詐欺）について 

Ｑ１８ 母さん助けて詐欺（振り込め詐欺）について、家族（同・別居を問わず）と話し合 
   ったことがありますか。該当する項目を１つだけ選んでください。 

－２１－



　している（別居の息子（娘）がいる）

　　息子（娘）はいない（ｎ＝43）

　　息子（娘）以外の親族等と同居

　　一人暮らしである（別居の息子

　　夫婦二人暮らしである（別居の

　　全体（ｎ＝292）

　　息子（娘）と同居している
　　　（ｎ＝84）

　　　（ｎ＝6）

　　夫婦二人暮らしの親がいる

　　自分以外の親族等と同居

　　６０歳以上の親はいない
　　　（ｎ＝93）

　　同居している親がいる
　　　（ｎ＝116）

　している親がいる（ｎ＝103）

　　一人暮らしの親がいる
　　　（ｎ＝108）

　　　（ｎ＝206）

　（娘）がいる（ｎ＝22）

　息子（娘）がいる）（ｎ＝137）

　　全体（ｎ＝626） 69.2 

81.0 

64.1 

68.5 

68.4 

62.4 

30.8 

19.0 

35.9 

31.5 

31.6 

37.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６０歳以上の親との同居状況と母さん助けて詐欺に関する話合いの有無 
（６０歳未満の方に対するアンケート） 

息子（娘）等の家族との同居状況と母さん助けて詐欺に関する話合いの有無 
（６０歳以上の方に対するアンケート） 

80.5 

86.9 

100.0 

45.5 

86.9 

62.8 

19.5 

13.1 

0.0 

54.5 

13.1 

37.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
ある ない 

ある ない 

－２２－



Ｑ１８で「ある」を選択した方にお尋ねします。
（７２．８％　６６８名）

※「その他（ｎ＝１１９）」については、「不審な電話等があった場合には家族に相談する」
等の回答があった。

家族の勤務先の電話番号を教える

録音機能付電話を使用する

合言葉を決める

いざという時の相談相手を決める

具体的な対策は決めていないが気をつけるこ
とにしている

ＡＴＭ利用時の振込みや払い出しの限度額を
少額にする
自宅の電話の周辺に被害防止の注意を促す
チラシやグッズ等を置く

預貯金通帳等を家族が管理する

その他

母さん助けて詐欺の様々な手口

知らない番号からの電話には応じない

自宅の電話番号をハローページに載せない

【全 体】(ｎ=668)

他人に現金を渡さない（預けない）

在宅中でも留守番電話に対応させてから受話
器を取る

67.1  

43.4  

40.4  

35.2  

24.3  

17.5  

15.6  

14.1  

13.3  

11.2  

9.7  

8.2  

17.8  

6.6  

0% 20% 40% 60% 80%

母さん助けて詐欺（振り込め詐欺）について 

Ｑ１９ 母さん助けて詐欺（振り込め詐欺）の被害に遭わないために、家族とどのようなこと 
   を話し合いましたか。該当する項目を選んでください（複数回答可）。 

－２３－



各種会合等での防犯講話

防犯協会の防犯活動

テレビ

家族や知人との会話

チラシやポスター

【全 体】(ｎ=918)

新聞

警視庁ツイッター

その他

特に参考にしているものはない

防犯キャンペーン

町会・自治会の防犯活動

警察官等の訪問による注意喚起

自治体等の広報紙

メールけいしちょう

ラジオ

警視庁ホームページ

73.1  

60.3  

57.2  

38.7  

33.1  

33.1  

25.8  

17.3  

16.6  

16.3  

16.2  

11.5  

8.8  

4.1  

6.1  

3.1  

0% 20% 40% 60% 80%

母さん助けて詐欺（振り込め詐欺）について 

Ｑ２０ 母さん助けて詐欺（振り込め詐欺）の被害に遭わないための知識や対策について何を 
   参考にしていますか。該当する項目を選んでください（複数回答可）。 

－２４－


